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一
般
会
計
は
、
２９
億
９
千
３９４
万
４
千
円

の
追
加
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
 

・
景
気
後
退
に
よ
る
企
業
収
益
の
減
少
に
伴

い
、
市
税
還
付
金
が
予
算
額
を
上
回
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
税
還
付

金
を
増
額
す
る
も
の
。
 

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
国
の
経
済
危
機
対

策
の
一
環
と
し
て
、
対
象
者
を
拡
大
し
て

子
育
て
応
援
特
別
手
当
を
支
給
す
る
た
め

の
経
費
を
計
上
す
る
も
の
。
 

・
女
性
特
有
の
が
ん
検
診
推
進
事
業
と
し
て
、

対
象
年
齢
の
女
性
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布

し
、
子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
を
無
料

で
受
診
で
き
る
よ
う
、
そ
の
経
費
を
計
上

す
る
も
の
。
 

・
市
営
安
行
原
住
宅
建
替
事
業
に
係
る
国
庫

補
助
金
が
増
額
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
年

度
の
事
業
費
を
増
額
す
る
も
の
。
 

・
児
童
が
身
近
に
農
業
を
体
験
で
き
る
学
校

フ
ァ
ー
ム
事
業
を
継
続
的
に
推
進
す
る
た

め
、
領
家
小
学
校
学
校
フ
ァ
ー
ム
事
業
用

地
を
取
得
す
る
経
費
を
計
上
す
る
も
の
。
 

・
学
校
情
報
通
信
技
術
環
境
整
備
事
業
費
補

助
金
お
よ
び
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対

策
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
全
小
中
学
校

の
各
普
通
教
室
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
テ
レ
ビ
を
配
置
す
る
経
費
を
計
上
す
る

も
の
。
 

・
本
町
小
学
校
ほ
か
１４
校
の
学
校
給
食
食
器

を
、
現
在
使
用
し
て
い
る
ア
ル
マ
イ
ト
製

食
器
か
ら
樹
脂
製
食
器
へ
改
善
す
る
経
費

を
計
上
す
る
も
の
。
 

　
ま
た
、
特
別
会
計
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
、
老
人
保
健
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
下
水
道
事
業

お
よ
び
土
地
区
画
整
理
事
業
の
６
会
計
で

３
億
６
千
８８１
万
６
千
円
が
追
加
計
上
さ
れ

ま
し
た
。
 

   　
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

  ◆
川
口
市
市
長
等
常
勤
の
特
別
職
職
員
の

給
与
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

9月市議会定例会 

一
般
会
計
・
特
別
会
計
 

総
額
３３
億
6
千
２７６
万
円
を
追
加
計
上
 

　
平
成
２１
年
第
４
回
（
９
月
）
市
議
会
定
例
会
は
、
９
月
３
日
か
ら
２８
日
ま
で
の
２６
日

間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
予
算
議
案

７
件
、
条
例
な
ど
の
一
般
議
案
２７
件
で
、
各
決
算
認
定
議
案
を
除
き
、
審
議
の
結
果
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
決
算
認
定
議
案
３
件
に
つ

い
て
は
、
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
 

条
例
議
案
 一

般
議
案
 

補
正
予
算
議
案
 

所信表明をする岡村市長 
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国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
誤
り
が
あ
っ

た
こ
と
に
対
し
、
市
政
執
行
の
責
任
者
で

あ
る
市
長
お
よ
び
副
市
長
の
給
与
に
つ
い

て
、
現
在
、
本
来
の
給
料
か
ら
6
％
を
減

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本
年
１０
月

分
の
給
料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に

１０
％
減
じ
、
１６
％
を
減
じ
た
額
と
す
る
も

の
。
 

◆
川
口
市
自
治
基
本
条
例
運
用
推
進
委
員

会
条
例
 

　
本
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
「
川
口

市
自
治
基
本
条
例
」
の
規
定
に
よ
り
設
置

さ
れ
る
「
川
口
市
自
治
基
本
条
例
運
用
推

進
委
員
会
」
に
つ
い
て
、
そ
の
組
織
お
よ

び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も

の
。
 

◆
川
口
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
 

　
本
年
１０
月
１
日
か
ら
平
成
２３
年
３
月
３１

日
ま
で
の
間
に
出
産
し
た
場
合
の
「
出
産

育
児
一
時
金
」
の
支
給
限
度
額
を
現
行
の

「
３８
万
円
」
か
ら
「
４２
万
円
」
に
引
き
上

げ
る
も
の
。
 

◆
川
口
市
立
高
等
学
校
在
り
方
審
議
会
条

例
 

　
再
編
統
合
を
含
め
た
市
立
高
校
の
今
後

の
在
り
方
や
目
指
す
べ
き
学
校
像
に
つ
い

て
調
査
審
議
す
る
た
め
、
「
川
口
市
立
高

等
学
校
在
り
方
審
議
会
」
を
設
置
し
、
そ

の
組
織
お
よ
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
。
 

◆
川
口
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
 

　
川
口
工
業
総
合
病
院
地
区
に
つ
い
て
、

地
区
計
画
に
係
る
都
市
計
画
決
定
を
行
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
区
域
内
に
お
け
る

建
築
物
に
つ
い
て
、
建
築
物
の
用
途
、
敷

地
面
積
の
最
低
限
度
な
ど
に
関
す
る
制
限

を
設
け
る
も
の
。
 

◆
川
口
市
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例
の

一
部
改
正
 

　
本
年
６
月
３０
日
を
も
っ
て
廃
止
さ
れ
た

「
旧
職
員
住
宅
」
を
、
既
存
の
市
営
住
宅

と
同
様
に
賃
貸
す
る
た
め
、
入
居
基
準
、

募
集
方
法
、
維
持
管
理
な
ど
に
つ
い
て
規

定
す
る
も
の
。
 

…
ほ
か
１
件
 

  ◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
 

・
旧
青
木
環
境
セ
ン
タ
ー
焼
却
施
設
解
体

工
事
 

・
朝
日
東
高
層
住
宅
耐
震
補
強
工
事
（
建

築
工
事
）
 

・
市
営
安
行
原
住
宅
第
２
期
改
築
工
事
 

・
川
口
市
立
並
木
公
民
館
建
替
工
事
 

   ◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
 

・
南
平
第
４４９
―
１
号
線
 

・
神
根
第
３６３
―
１
号
線
 

・
芝
第
２８４
―
１
号
線
 

・
安
行
第
１８２
―
１
号
線
 

・
戸
塚
第
１５０
―
１
号
線
 

…
ほ
か
４
路
線
 

◆
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
 

・
神
根
第
５６４
号
線
 

・
芝
第
２８４
号
線
 

・
安
行
第
１８２
号
線
 

   ◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
に
つ
い

て
 

　
小
井
　
　
功
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
 

◆
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て
 

　
鈴
木
　
省
三
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
 

    　
今
定
例
会
に
、
議
員
提
案
と
し
て
意
見

書
4
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
可
決
さ
れ
、
関
係
機
関
へ
送
付
さ

れ
ま
し
た
。
 

◆
細
菌
性
髄
膜
炎
の
早
期
定
期
予
防
接
種

化
等
を
求
め
る
意
見
書
 

◆
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
保
障
す
る
生

活
保
護
制
度
等
の
充
実
を
求
め
る
意
見

書
 

◆
「
就
学
援
助
制
度
」
に
対
す
る
「
国
庫

負
担
」
を
増
額
す
る
た
め
の
意
見
書
 

◆
核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
に
向

け
政
府
の
具
体
的
な
努
力
を
求
め
る
意

見
書
 

   　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
一
般
会
計
及
び

各
種
特
別
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
と

企
業
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が
そ
れ

ぞ
れ
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
各
委
員
会
の
委

員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 【
一
般
会
計
及
び
各
種
特
別
会
計
】
 

◎
岩
澤
　
勝
徳
、
○
石
橋
　
俊
伸
 

　
杉
本
　
佳
代
、
　
若
谷
　
正
巳
 

　
谷
川
　
恵
子
、
　
高
橋
　
英
明
 

　
芝
　
　
正
太
、
　
唐
澤
　
義
達
 

　
板
橋
　
博
美
、
　
豊
田
　
　
満
 

　
大
関
　
修
克
、
　
星
野
　
洋
子
 

（
敬
称
略
）
 

【
企
業
会
計
】
 

◎
前
原
　
博
孝
、
○
金
子
　
信
男
 

　
柳
田
　
　
力
、
　
関
　
　
裕
通
 

　
江
袋
　
正
敬
、
　
光
田
　
直
之
 

　
白
根
　
大
輔
、
　
稲
川
　
和
成
 

　
萩
原
　
一
寿
、
　
松
本
　
　
進
 

　
桜
井
由
美
子
、
　
田
口
　
順
子
 

（
敬
称
略
）
 

（
◎
印
は
委
員
長
、
○
印
は
副
委
員
長
）
 

人
事
議
案
 

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
議
案
 

契
約
議
案
 

人
事
案
件
 

議
員
提
案
 


